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ごあいさつ

宮若市では、市民参加による協働のまちづくりを推進するため、市民の皆様にまちづくりに関

する情報を積極的にお知らせし、情報の共有に努めています。そのひとつとして、決算の概要を

わかりやすく説明した「宮若市マネーブック～わかりやすい決算書～」を作成しており、このたび、

平成２７年度分の決算内容をまとめたマネーブックが完成しましたのでお知らせします。

平成２７年度は、企業収益の減少による法人市民税の減収等により税収は減少したものの、

平成２６年度の税制改正の影響から地方消費税交付金が増加したことや、有利な財源の活用、

事務事業の見直し等、徹底した行財政改革の推進により、一般会計決算において黒字を確保す

ることができました。　

また、少子高齢化による急速な人口減少、地域経済の縮小を克服し、将来にわたって成長力

を確保することを目指す地方創生の取り組みを進めるため、地域の特色や資源を活かした「宮

若市人口ビジョン」及び「宮若市まち・ひと・しごと総合戦略」を策定しました。この総合戦略

では、人口の現状や将来の見通しを示しながら、人口減少や首都圏への一極集中を是正するた

めの具体的な数値目標を設定し、効果的な施策を集中的に実施していくこととしております。

とりわけ、重点プロジェクトのひとつとして掲げております定住促進施策については、平成

２８年１１月より予約分譲を行います光陵団地の整備など、良質で安価な居住空間を提供できる

よう準備を進めて参りました。引き続き、定住奨励金制度などと併せて広くＰＲを行って参りま

す。

さらに、教育先進のまちづくりを進める中、施設一体型の小中一貫校が平成２８年４月に開校

し、市全体での小中一貫教育の推進やグローバル化に対応する人材を育成するために、文部科

学省の英語の研究指定事業を受け、小学校５・６年に教科としての英語の授業を取り入れるなど、

まちの将来を担う子どもたちの教育環境の整備にも取り組んできたところです。

宮若市は市制施行１１年目を迎え、次の１０年へ向けた新たな一歩を踏み出しました。めまぐ

るしく変化する時代の中にあっても、宮若市にある魅力を最大限に生かし、発展させ、さらに創

造しながら、一歩一步着実に歩みを進めて参ります。このまちに住む皆様が「住んでよかった」、

「これからも住み続けたい」と感じ、誇りを持てるような輝くふるさとづくりに向けて、さらに邁

進して参りますので、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

平成２８年９月
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はじめに

 
宮若市では、市民の皆様と協働でまちづくりを行うため、市の情報を積極的に公
開しており、その１つの方法として、予算書と決算書の概要版を作成し、市民の皆
様に配布しています。
このマネーブックは「第１次宮若市総合計画」で定めた６つの基本方針に基づいて
構成しています。基本方針ごとに、どのような事業を行い、どのくらいのお金を使っ
たのかをできるだけわかりやすく紹介しています。
なお、個々の事業の内容については、直接担当課までお問い合わせください。

　宮若市では「ひと・みどり・産業が輝く 新たなふるさと」を将来像として
まちづくりを行っています。この実現に向けて、６つの基本方針を定めていま
す。

ま ち づ く り の 基 本 方 針

ひと・みどり・産業が輝く
新たなふるさと

将来像

自然と共生した
まちづくり

個性豊かな
快適生活の
まちづくり 活気にあふれる

多様な産業と
交流の

まちづくり

健康で
やすらぎのある

福祉の
まちづくり

豊かな心を
育む

まちづくり

地域が自立した
協働の

まちづくり
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自主財源
 ３３．２%

依存財源
 ６６．８%

平成２７年度　宮若市一般会計決算
歳入　 １８０億　　２４万円 
歳出　 １７３億４，３４４万円
差引　　 ６億５，６８０万円

市税
　４２億８，１６１万円
　（２３．８％）

分担金・負担金
　１億３，５４１万円
　 （０．８％）

使用料・手数料
　３億８，６２８万円
　（２．２％）

繰越金
　７億６，０１７万円
　（４．２％）

その他
　４億４１８万円
　（２．２％）

地方交付税
　４２億７，３７１万円
　（２３．７％）

県支出金
　１１億５，４７８万円
　（６.４％）　

国庫支出金
　３７億７５１万円
　 （２０．６％）

交付金
　９億６，５９９万円
　（５．４％）

市債
　１９億３，０６０万円
　（１０．７％）

自主財源 　３３．２％（前年度比 − ３．７％）
　市が自主的に収入できるお金のことで、市税や負担金、使用料、繰越金などのことです。この割合
が高いほど財政が安定し、自主的な事業に取り組むことができます。
　施設整備等基金からの繰入金や前年度からの繰越金が減少しました。

依存財源 　６６．８％（前年度比 ＋ ３．７％）
　国や県から交付されるお金のことで、国・県支出金、地方交付税、市債などのことです。小中一貫
校の整備に対する国庫支出金や、消費税率の引き上げにより地方消費税交付金が増加しました。

歳 入
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義務的経費　４４．３％（前年度比 － １．５％）
　市職員や議員などの人件費、児童・高齢者・生活困窮者などの支援に要する扶助費、市の借金の
返済である公債費のことで、この割合が高いと財政構造が硬直化し、自主的な事業が制限されます。
　借金の返済が一部終了したことで公債費が減少しました。

投資的経費　２２．２％（前年度比 ＋ ２．７％）
　道路や公共施設の整備、災害復旧などにかかるお金のことです。小中一貫校や東部総合運動公園
の整備により増加しました。

その他の経費　３３．５％（前年度比 － １．２％）
　施設の維持管理や賃金などの物件費、各種団体や消防署・介護保険広域連合などへの負担金、
特別会計への繰出金などのことです。消防署への負担金や基金への積立金が減少しました。

歳 出

義務的経費
４４．３%

投資的経費
２２．２%

人件費
　２０億９，６３０万円
　（１２．１％）

扶助費
　４１億６，１６０万円
　（２４．０％）

公債費
　１４億２，２４８万円
　（８．２％）

物件費
　２０億９，４５１万円
　（１２．１％）

投資的経費
　３８億４，８０２万円
　 （２２．２％）

補助費等
　１５億９，４３６万円
　（９．２％）

繰出金
　１６億６，４７０万円
　（９．６％） その他の経費

３３．５%

維持補修費
　１億２４８万円
　（０．６％）

その他
　３億５，８９９万円
　（２．０％）
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財政力指数は財源の余裕度を表
しています。数値が低いほど国へ
の依存度が高いといえます。
地方消費税交付金が増加したた
め、少し回復しました。

グラフで見る財政状況
宮若市の財政状況をグラフで見てみましょう。景気の悪化や施設の建設は市の財政にどのような影響を
与え、市の行財政改革による支出の削減はどのように効果が表れているのでしょうか。

財政力指数

０．７００

０．６００

０．５５０

０．５００

０．４５０

０．６５０

０．７５０

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

０．５７１

０．５７９

経常収支比率

１１０．０

１０５．０

１００．０

９５．０

９０．０

８５．０

８０．０
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

経常収支比率は、人件費などの支
出が義務づけられた経費に、市税な
どの使い道の自由な収入を使った割
合です。数値が小さいほど柔軟な財
政運営ができると言えます。
地方消費税交付金が増加し、公債
費などが減少したため低くなりました。

８９．９
８６．８

８４．６

０．５４５

（単位：％）

　Ｈ２７Ｈ２３

０．５４８

８７．８

０．５５９

９０．６
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

市債残高

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

２０，０００

１８，０００

１６，０００

１４，０００

１２，０００

１６，９４０

１５，５１２

１８，４９８

（単位：百万円）

市債とは市の借入金のことです。長年に
わたって使用する公共施設等については、
将来その施設を使う人にも平等に負担して
もらう目的もあります。
学校教育施設等整備事業債や臨時財政
対策債の借入などにより増加しています。

基金残高

１３，０００

１２，０００

１１，０００

１０，０００

９，０００

８，０００

６，０００

１０，７１１

８，４０２

９，４７４

（単位：百万円）

基金とは、市の貯金のことです。
経済情勢の著しい変動等による収支の悪
化に備えるための財政調整基金や減債基
金、その他特定の事業を行う目的で積み
立てを行っている基金などがあります。
施設整備等基金などへの積み立てにより
増加しています。

７，０００

１７，１９７

１０，２１０

１７，７９９

１０，４０２
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第
１
章

自然環境と地域景観の保全

■ 空き家等対策事業　( まちづくり推進課 )

１４９ 万円

財源　国：５２万円　
　　　市：９７万円

空き家等の対策については、平成２７年５
月に全面施行された「空家等対策の推進に関
する特別措置法」に基づく対策として、市内
全域にわたる空き家等実態調査及び調査内容
のデータ整備を行いました。

　　　　　　　　　

■ 不法投棄防止対策事業　( 環境保全課 )

８５ 万円

財源　市：８５万円

　不法投棄防止推進委員による監視体制の強
化や不法投棄防止監視カメラ、看板、防護柵
の設置などによる不法投棄の防止に努めまし
た。

また、環境クリーン作戦や遠賀川流域河川
一斉清掃の実施、自治会などが実施している
環境美化運動の支援を行いました。

廃棄物処理とリサイクル対策の推進

■ ごみの減量化・リサイクル推進
　 事業　( 環境保全課 )

６６９ 万円

財源　市：６６９万円

ごみの減量化・リサイ
クルを推進するため、資
源物拠点回収で使用済小
型家電、蛍光灯を回収す
るなど充実を図りました。

ごみとして処理されている古紙などを再資
源として有効利用するため、集団回収活動団
体として登録された団体に奨励金を交付しま
す。また、ごみの減量化を図るため、生ごみ
処理機器購入者、ダンボールコンポスト購入
者に補助金を交付しました。

第１章 自然と共生したまちづくり

水利用と上水道の整備

■ 浄水施設整備事業　( 水道課 )

４億８，９８６ 万円

財源　国：１億９２５万円
         その他：７４４万円
         市：３億７，３１７万円（うち市債：３億４，４４０万円）

宮若市の水道水は、八木山川水系の地下水
と犬鳴ダムを水源とした上水道により供給し
ており、計画的に水道施設の整備を進めてい
ます。平成２７年度は生見浄水場や沼口浄水
場など浄水施設の整備を行いました。

また、平成２４年度より継続して実施して
いる生見、神ノ隈浄水場統合整備事業におい
て、平成２７年度より（新）生見浄水場築造
工事等を行っています。

■ 配水管整備事業　( 水道課 )

６，０５９ 万円

財源　その他：１，６２６万円
         市：４，４３３万円（うち市債：２，９９０万円）

　各浄水場できれいになった水を運ぶための
配水管が市内の各所に埋設されています。平
成２７年度は福岡・直方線外３カ所の配水管
布設工事及び市内の配水管の整備及び耐震化
を実施しました。
　

下水道等の整備

■ 公共下水道建設費　( 下水道課 )

４億８，０３３ 万円

財源　国：１億７，３１３万円
         その他：２，９６３万円
         市：２億７，７５７万円（うち市債：１億９，９４０万円）

福岡県が事業主体である遠賀川中流流域下
水道事業の進捗状況と併せて、詳細設計と調
査などの業務を行い事業認可区域内の幹線管
きょの整備や末端管きょの整備促進を図りま
した。また、遠賀川中流流域下水道事業では、
広域的な汚水処理対策を図るため、福岡県と
関連市町が連携を図りながら整備を促進しま
した。
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第
１
章

第
２
章

■ 合併浄化槽整備事業　( 下水道課 )

２，１１４ 万円

財源　国：７０３万円　県：７０３万円
         市：７０８万円

　宮若市汚水処理施設構想に基づき、公共下
水道整備区域以外での浄化槽の設置を推進し
ます。平成２７年度は、５人槽３２基、７人
槽２４基、１０人槽１基の合計５７基の設置
を図りました。

治山・治水・砂防対策の充実

■ 砂防費　( 土木建設課 )

２，７５４ 万円

財源　県：１，１７４万円
         市：１，５８０万円（うち市債：１，１７０万円）

　福岡県の補助事業である急傾斜地崩壊対策
事業により、金生の宮日田地区の整備を進め
ました。

■ 荒廃森林再生事業　( 農政課 )

７，９４８ 万円

財源　県：７，９４８万円

森林には、木材生
産だけでなく、水や
酸素の供給、土砂災
害防止、洪水・渇水
の緩和や地球温暖化
の防止などの役割が
あります。しかし、
近年では林業不振等
による森林の荒廃が
進行しており、洪水
や渇水、土砂災害の
発生など、人々の生活に大きな影響を及ぼす
恐れがあります。そのため、福岡県では、森
林環境税を使った取り組みを実施しています。
宮若市も未整備となっている森林の整備に向
けた取り組みを行いました。

調和のとれた土地利用の促進

■ 国土調査の実施　( 土地対策課 )

７，８３２ 万円

財源　国：２，８４２万円　県：１，４２１万円
         市：３，５６９万円

平成２７年度は、下有木地区の一部の地籍
図、地籍簿の作成と、下有木地区の一部及び
山口地区の一部の一筆地調査、測量を実施し
ました。地籍調査完了後は、国の許可を経て
法務局の字図と登記簿が修正され、土地取引
の円滑化や行政運営の効率化が図られます。

　　

中心拠点、地区拠点の整備

■ 中心拠点整備基本計画の策定
　 ( まちづくり推進課 )

６２５ 万円

財源　市：６２５万円

中心拠点の整備については、平成２６年度
に策定した中心拠点整備基本構想及び市民ア
ンケートの結果等を踏まえ、新庁舎に期待さ
れる役割や新庁舎建設の基本的な考え方を示
した中心拠点整備基本計画を策定しました。

第２章 個性豊かな快適生活のまちづくり
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定住・住宅施策の推進

■ 住宅団地整備事業　( まちづくり推進課 )

１億５，９６２ 万円

財源　国：２，５７７万円　
　　　市：１億３，３８５万円

　定住人口の拡大を図るため、平成２８年度
の予約分譲開始を目標として整備を進めてお
り、団地の分譲方法や価格を定める条例を制
定しました。また、区画の造成や道路内埋設
物等の公共施設の整備を中心とした工事を行
いました。

■ 定住促進事業　( まちづくり推進課 )

８，５５１ 万円

財源　国：４，７２２万円　
　　　市：３，８２９万円

　定住奨励金については、宮若市に定住するた
めに新たに住宅等を取得した人を対象に、固
定資産税相当額を奨励金として、延べ４２６
件の交付を行い、また、宮若市への定住を促
進するため、奨励金の対象となる土地及び住
宅の取得期限を７年間延長しました。　　　
　子育て・新婚世帯家賃補助については、将
来の定住者となり得る若い世代の確保を図る
ため、新婚世帯と転入した子育て世帯を対象
に民間賃貸住宅の家賃の一部を補助しました。
補助金額は、上限を月に２万５千円とし、補
助期間は最長で３６ヶ月としています。平成
２７年度は延べ２３１件の補助金を交付しま
した。

■ 住宅管理事業　( 建築都市課 )

５０６ 万円

財源　市：５０６万円

　「宮若市住宅等改修補助金交付要綱」に基づ
き、市内の施工業者により住宅や地域公民館
の改修を行った者に対し、改修費用の１０％

（上限１０万円）を補助しました。平成２７年
度の実績は住宅５５件、地域公民館２件でした。

道路・交通網の整備

■ 道路橋りょう総務費　( 土木建設課 )

４４３ 万円

財源　市：４４３万円

市民と行政が協働して良好な道路環境の保
全を推進することを目的とし、「宮若市道路愛
護推進活動に関する資材等支給基準」により、
平成２７年度も制度の周知を積極的に行い、
活用団体の増加に努めました。

■ 道路新設改良費　( 土木建設課 )

４億３，４０２ 万円

財源　国：１億８，１９９万円
         市：２億５，２０３万円
　　　（うち市債：１億５，８１０万円）

　市域を通過する各県道との整合性を図りな
がら、原田・沼口線、宮田・三抗線、小谷線、
前平田・和田線、赤木・大谷線、坂元・中川
原線外の幹線道路の利便性・安全性を高める
整備に努めました。
　
■ 高齢者社会に対応した生活交通
　 手段の確保　( 産業観光課 )

４，４１２ 万円

財源　県：５７万円　市：４，３５５万円

　地域バス路線対策として、路線バス廃止代
替７路線及び路線バス（ＪＲバス・西鉄バス）
並びに中学校統廃合による東部地区の通学手
段確保に係る運行維持費を補助しました。ま
た、地域公共交通を構築するため、交通事業
者や乗降者へのヒアリング等を行い、地域公
共交通基本計画を策定しました。
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公園・緑地の整備

■ 観光資源の維持管理　( 産業観光課 )

２，５３４ 万円

財源　国：２３０万円　県：１３３万円
         その他：４６７万円　市：１，７０４万円

　市の観光資源である「いこいの里千石」な
どの公園や観光施設の維持管理を行いました。
また、平成２７年度に完成した福丸バス停の
交流スペース維持管理が加わったほか、脇田
温泉街路灯のリニューアルを実施しました。

　　

■ 河川公園・２０００年公園維持
　 管理事業　( まちづくり推進課 )

１，１２９ 万円

財源　市：１，１２９万円

　犬鳴川河川公園や２０００年公園について
は、市民団体との協働による管理を行うとと
もに、市民団体、企業、行政、学校等による
多くの方々の交流の場としての活用を推進し
ました。

消防・防災・防犯・交通安全の充実

■ 犯罪を防止する環境整備　( 総務課 )

７９９ 万円

財源　市：７９９万円

　自治会などによる防犯灯の設置を支援し、
犯罪を防止する環境整備を進めました。

　

■ 自主防災組織の育成　( 総務課 )

８６ 万円

財源　市：８６万円

　自主防災組織に
ついては、自助・
共助・公助の基本
理念に基づいた地
域防災力の向上に
向け、組織の設立・
育成に取り組むと
ともに、災害時の初動対応や避難行動要支援
者避難支援体制の構築を図りました。

■ 青年就農給付金　( 農政課 )

２２５ 万円

財源　国：２２５万円

若年層の就農意欲を高め、その後の定着を
図るため、就農を希望する４５歳未満の男女
が経営開始計画に沿って新しく農業を行う場
合、最長５年間、年間１５０万円を給付します。
平成２７年度分を給付しました。

農林業の振興

■ 営農推進対策事業　( 農政課 )

６２６ 万円

財源　市：６２６万円

宮若市独自の事業として、認定農業者連絡
協議会の運営や有害鳥獣等駆除、特別栽培米
の生産に対して補助を行いました。また、特
産品の開発や販路拡大等の支援にも取り組み、
農業の推進を図りました。

第３章 活気にあふれる多様な産業と交流のまちづくり
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企業誘致の推進

■ 企業誘致活動　( まちづくり推進課 )

８００ 万円

財源　市：８００万円

磯光工業団地に企業を誘致するために、県
の関係部署と連携し、企業訪問や企業立地セ
ミナー等に参加するなど、工業団地のＰＲ活
動を行いました。これらの活動により、工業団
地へ自動車関連企業等の立地が決定しました。

観光の振興

■ イメージアップ事業　( 産業観光課 )

１１６ 万円

財源　その他：１１６万円

　宮若市のイメージアップを図るため、宣伝
効果や話題性が高く、市の特産品でイメージ
キャラクターでもある追い出し猫を積極的に
活用して、市内外のイベントや観光物産展等
を通じて市の特産品や観光のPRを行いました。

■ 多面的機能支払交付金事業　( 農政課 )

３，８９０ 万円

財源　国：１，９４６万円　県：９７２万円　
　　　市：９７２万円

　農地や農業用水などは、水を蓄えたり、洪
水を防止するなど、多くの役割によって私た
ちの生命と財産を守っています。農業や農村
が持つ役割を維持するため、農用地の保全管
理をする共同活動を支援しました。

　

工業の振興

■ 中小企業の経営支援　( 産業観光課 )

２，０００ 万円

財源　その他：２，０００万円

中小企業者の金融円滑化を図ることを目的
として、必要な資金を貸し出す中小企業振興
資金融資制度に基づいて、預託金を市が指定
する取扱い金融機関に預けました。

商業の振興

■ 特産品の開発・販路開拓の推進
　 ( 産業観光課 )

２５０万円

財源　市：２５０万円

　特産品や農産物の販路
開拓や宮若ブランドの確
立を図るため、商業者と認
定農業者で組織する「宮若
じまん振興会」に対して補
助金を交付し、販路拡大や
普及促進を推進しました。
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第４章 健康でやすらぎのある福祉のまちづくり

社会福祉の充実

■ 面接相談員配置による体制強化
　 (保護人権課 )

４１８ 万円

財源　国：３１４万円　市：１０４万円

生活保護制度に精通した面接相談員を配置
して、要保護者からの生活相談に対する指導・
助言や生活保護の申請手続きなどの支援を行
い、生活保護行政の適正化に努めました。

■ 生活困窮者自立支援事業　(保護人権課 )

７６７ 万円

財源　国：６４７万円　市：１２０万円

平成２７年４月からはじまった生活困窮者
自立支援制度のもと、生活保護に至る前の生
活困窮者に対して、相談窓口を開設するとと
もに、主任相談支援員及び相談支援員を配置
し、個々のニーズに応じ、自立に向けた包括
的な支援を実施しました。

児童・母子福祉の充実

■ 子育て支援センターの運営
　 ( 子育て支援課 )

１，６８０ 万円

財源　国：６４１万円　県：６４１万円
　　　その他：２０８万円　市：１９０万円

　 さ く ら 幼 児 園
（さくらんぼ）、宮
若リコリス（たん
ぽぽ）、若宮幼稚園

（たけんこ）にて、
子育て相談や親子
の交流の場として地域の身近な子育て支援の
拠点となるようセンター運営を行いました。
　また、現在、さくら幼児園（さくらんぼ）
と若宮幼稚園（たけんこ）、第２保育所の３箇
所で実施している一時預かり事業を継続して
実施しました。

■ 子育て世帯への支援　( 子育て支援課 )

１，２８１ 万円

財源　国：１，２８１万円

　消費税率引き上げに伴う、子育て世帯の家
計への負担を軽減することを目的に、臨時的
な給付措置として、平成２６年度に引き続き、
児童手当受給者に対し、子育て世帯臨時特例
給付金を支給しました。

　　

■ 保育所の運営　( 子育て支援課 )

６億４，４３７ 万円

財源　国：１億２，７８０万円　県：２億１，００９万円
         その他：６，７５８万円　市：２億３，８９０万円

　市内４カ所の保育所における通常保育、延
長保育及び一時保育など保育サービスを継続
して実施しました。平成２７年度は宮田保育
園の園舎建て替え工事に対し補助金を支出し、
保育施設の充実を図りました。

病児保育事業については、市内の病院や保
育所にアンケート調査を実施しましたが、看
護師等の専門職員の配置や専用スペースの確
保などの基準を満たす必要があることから、
市内の施設での実施にはつながりませんでし
た。しかし、平成２８年度から鞍手乳児院に
おいて病児保育が受けられるように協議を整
えました。

■ 母子家庭への支援　( 子育て支援課 )

２億１，７０２ 万円

財源　国：７，５６９万円　県：２９６万円
　　　市：１億３，８３７万円

　母子（父子）家庭等の生活の安定と自立支
援を促進するために児童扶養手当や高等職業
訓練促進給付金等の給付を行いました。　　
　なお、児童扶養手当については、法改正に
より、平成２６年１２月から児童扶養手当よ
りも少額の公的年金等を受給する（している）
方について、その差額分が支給されるように
なりました。
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■ 認定こども園の運営　( 子育て支援課 )

１億１，２９９ 万円

財源　県：１３万円　その他：１，６７１万円
　　　市：９，６１５万円

　平成２１年度に開設した認定こども園「さ
くら幼児園」を運営し、通常保育及び延長保育
などの保育サービスを継続して実施しました。
　　　

高齢者福祉の充実

■ 地域包括支援センター事業
　 ( 健康福祉課 )

４，８１１ 万円

財源　県：７万円　その他：４，６２８万円
　　　市：１７６万円

　高齢者が住み慣れた地域で、自立して生活が送
れるように、地域の実情に応じた介護予防ケアマネ
ジメント等の事業を実施しながら、相談体制や地域
における医療・介護・介護予防・住まい・生
活支援を一体的に提供する「地域包括ケアシ
ステム」の構築を図りました。

　

■ 介護予防事業　(健康福祉課 )

３，４７７ 万円

財源　その他：２，１３４万円　市：１，３４３万円

介護予防事業は、元気な高齢者が介護の必
要な状態になることを予防するための取り組
みです。

■ 通所型介護予防事業
要支援・要介護状態となる可能性の高い６５

歳以上の人を対象に、運動器の機能向上、栄
養改善、口腔機能の向上などの教室を開催し
ています。平成２７年度から１教室追加し、
一部民間事業所にて実施しました。

■ 介護予防普及啓発事業
運動器の機能向上、栄養改善、口腔機能の

向上、認知症予防を目的として公共施設及び
自治会などで実施する介護予防教室を通して
介護予防に関する知識を習得してもらい、日
常生活の中で自発的に介護予防の取り組みが
行われるよう支援しました。

障がい者福祉の充実

■ 自立支援医療給付費事業　(健康福祉課)

１億１，１６７ 万円

財源　国：５，５８３万円　県：２，７９２万円
         市：２，７９２万円

　障がいのある人の手術等の医学的処置や機
能障がいの軽減改善を図るための医療費を給
付しました。また、障がいを除去・軽減する
手術等、治療により確実に効果が期待できる
障がいのある児童に対し、生活能力を得るた
めに必要な医療費の支給を行う等、生活の支
援を行いました。

■ 介護給付費・訓練等給付費事業
　 ( 健康福祉課 )

６億４，２９２ 万円

財源　国：３億２，１４６万円　県：１億６，０７３万円
         市：１億６，０７３万円

　住み慣れた家庭や
地域で安心して充実
した生活が送れるよ
う、訪問系サービス、
日中活動系サービス
及び居住系サービス
など利用者の目的にあったサービスを提供し
ました。

　

■ 地域生活支援事業　(健康福祉課 )

３，２０４ 万円

財源　国：５６０万円　県：２８０万円
         その他：１２２万円　市：２，２４２万円

　障がいのある人やその保護者などの相談体
制の確立を図るとともに、意思疎通支援や移
動支援、日中一時支援、日常生活用具給付等
事業、医療的ケア支援事業、障がい者サロン
事業など、安心して日常生活が送れるような
支援体制の整備を図りました。
　

■ チャレンジ雇用の実施　( 総務課 )

１１１ 万円

財源　市：１１１万円

　障がいのある人が民間企業へ就職するため
の経験を積む機会として、チャレンジ雇用を
実施しました。
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健康づくりの推進

■ 健康診断・がん検診　(健康福祉課 )

２，０４４ 万円

財源　国：３１万円　県：４７万円
　　　その他：１３０万円　市：１，８３６万円

　生活習慣病の早期発見、重症化予防のため、
１８歳以上の市民を対象に健康診断及びがん
検診（胃がん、肺がん、大腸がん、子宮がん、
乳がん）を実施しました。

■ 特定健康診査・特定保健指導
　 ( 市民生活課 )

１，２４０ 万円

財源　国：３４２万円　県：３４９万円
         市：５４９万円

　特定健康診査（特
定健診）とは内臓脂
肪型肥満に着目した
健康診査のことで、
メタボリックシンド
ローム（内臓脂肪症候群）に該当する人など
を対象に生活指導などを行い、生活習慣病を
予防することを目的として実施しました。平
成２６年度より受診率の向上対策として、費
用の自己負担分を無料化しています。

医療機関と連携を図り受診率の向上に努め
るとともに、健診の結果、生活習慣病の予備
軍や要受診者となる方を対象に、保健師・管
理栄養士による受診指導、生活改善指導を実
施し、疾病の発症・悪化の防止に努めました。

　

■ 妊婦健康診査　(健康福祉課 )

１，９３６ 万円

財源　市：１，９３６万円

　妊娠中の健康管理に
とって重要な妊婦健康診
査の受診を促進し、母子
ともに安全な出産を迎え
るため、妊婦健康診査に
かかる費用の公費負担を
行うとともに、出産後の
子育てがスムーズにいく
ように妊産婦に対する支
援を行いました。

■ みやわか健康ポイント事業
　 ( 健康福祉課 )

２６１ 万円

財源　市：２６１万円

　市民一人ひとりの
自主的な健康づくり
活動を支援し、本市
全体の健康気運を高
めていくため、健康
づくりに関する事業
をポイント化し、ポ
イント達成者（応募
者）の全員に記念品
の贈呈を行いました。

■ 予防接種　(健康福祉課 )

６，９９０ 万円

財源　市：６，９９０万円

　感染症の発生や流行を予防するため、予防
接種法に定められた予防接種の推進を行いま
した。また、宮若市独自の事業として、７０
歳以上を対象とした高齢者肺炎球菌予防接種
の費用の一部助成を行いました。

・三種混合（ジフテリア、百日せき、破傷風）
・四種混合
（ジフテリア、百日せき、破傷風、ポリオ）
・二種混合（ジフテリア、百日せき）
・日本脳炎　　・ＭＲ（麻疹、風疹）
・ポリオ　　　・インフルエンザ
・ＢＣＧ　　　・小児肺炎球菌
・ヒブ　　　　・ＨＰＶ（子宮頸がん）
・水痘　　　　・高齢者肺炎球菌
・成人用肺炎球菌
　



16 Miyawaka Money Book

第
５
章

第５章 豊かな心を育むまちづくり

学校教育の充実

■ 英語教育・外国語活動の推進
　 ( 学校教育課 )

２，１９２ 万円

財源　県：４０１万円　市：１，７９１万円　

　平成３２年度から完全実施される小学校に
おける英語教育の教科化等を見据え、英語教
育の強化的な事業に取り組みました。国の英
語教育強化地域拠点事業の研究指定を受け、
モデル校として幼稚園から中学校までの全学
年においてＡＬＴの配置を行う等、英語教育・
外国語活動の推進に取り組みました。

　
■ 宮若市立小中一貫校の整備　
 　( 学校教育課 )

１８億７，３７１ 万円

財源　国：７億１，６２３万円
         市：１１億５，７４８万円
　　　（うち市債：８億８，９７０万円）

　若宮小学校・宮若西中学校（小中一貫校）の
建設については、平成２６年度から平成２７
年度にかけて新校舎の建築に取り組み、平成
２８年４月に開校しました。平成２８年度に
第１グラウンドや部室棟の整備を行い、事業
の完了を目指します。

■ 確かな学力の育成　( 学校教育課 )

１，６５２ 万円

財源　県：７０万円　市：１，５８２万円

学力向上については、確かな学力を確立す
るための基礎的で基本的な知識と技能の習得
や思考力と判断力と表現力などを育成し、学
習意欲の向上や学習習慣の定着を図るため、
学力向上プロジェクト E 事業を中心として
様々な事業を実施しています。

平成２７年度より放課後学習（モデル校４
校）に取り組み、また、教育の資質向上のた
めの研修会「みやわか教師塾」を開催しました。
さらに引き続き、学力実態調査・体力実態調
査の実施、授業改善を目的とした教職員の指
導力向上のための教職員研修の実施、サタデー・
ピア・スクールにおいて国語、算数の２教科
に加え、トヨタ自動車九州㈱の協力を得て、
サイエンススクールを実施しました。

また、児童生徒
の学力向上と、開
かれた学校づく
りの推進のため
に、土曜日授業を
実施しました。

医療の充実

■ 医療費適正化対策　( 市民生活課 )

１８９ 万円

財源　市：１８９万円

　宮若市国民健康保険財政の健全化に向けた
取り組みの一つとして、ジェネリック医薬品

（後発医薬品）の使用による減額通知を実施し、
普及促進に努めました。また、生活習慣病予
防による医療費適正化対策として、健診結果
による「予備軍」を対象に、
雇用契約による保健師、管
理栄養士が個別訪問を行
い指導に努めました。

■ 子ども医療費の助成　( 市民生活課 )

１，３７６ 万円

財源　市：１，３７６万円

　子育て世帯における経済的な負担を軽減す
ることを目的に、平成２７年４月より、小学
校１年生から小学校３年生までの通院時の医
療費について、医療機関ごとに月６００円の
自己負担限度額以上を助成しました。また、
小学校１年生から中学校３年生までの入院時
の医療費についても、日額５００円（月７日
上限）の自己負担限度額以上を償還払いとし
て助成しました。

第
４
章
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■ 教育施設の適正配置　( 学校教育課 )

４１１ 万円

財源　市：４１１万円

　学校や幼稚園の整備計画については、宮若
西中学校区の小学校と幼稚園から整備を進め
ることとし、学校関係者、保護者等で組織す
る学校等整備計画策定委員会の中で協議し、
整備計画を作成しました。整備計画の完成後、
宮若西中学校区の小学校再編に向けた準備委
員会を設置し、通学手段や校歌・校章など新
しい学校に必要な項目の協議を行いました。
　

■ 教育相談員配置事業　( 学校教育課 )

１，１５３ 万円

財源　市：１，１５３万円

　いじめや不登校、暴力行為などの諸問題を
未然に防止するため、学校や家庭、地域など
と連携して児童生徒を支援するとともに、教
育相談体制の充実を図り、教育相談員２名、
ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）１名
及びスクールカウンセラー１名を配置し、学
校における様々な生徒指導問題に対応できる
ように努めました。また、不登校児童生徒対
策として教育支援センター（適応指導教室）に、
主任指導員１名、指導員２名を配置し、学校
に行けない児童生徒の学校復帰の支援を行い、
あわせて児童生徒、保護者の教育相談を行い
ました。

青少年の健全育成

■ リコリス子どもまつり ( 社会教育課 )

１７２ 万円

財源　市：１７２万円

　青少年健全育成事業
の一環として、子ども
達がつどい、学び、遊
びを通じて、仲間との
連帯感を深めながら、
心豊かな感性を育てるため、地域が一体とな
りリコリス子どもまつりを開催しました。

スポーツの推進

■ 光陵グリーンパークの整備
　 ( 社会教育課 )

２億２，２２２ 万円

財源　国：１億２１２万円
         市：１億２，０１０万円（うち市債：８，６２０万円）

　光陵グリーンパークは、平成２４年度に光
陵グリーンスタジアム（野球場）、平成２７年
度に多目的グラウンド、クラブハウスが完成
しました。
　

芸術文化活動の充実

■ コンサート等鑑賞事業　( 社会教育課 )

３５ 万円

財源　市：３５万円

　多様なジャンルの音楽を身近に聴けるよう
に、生涯学習センター「宮若リコリス」のエ
ントランスホールを使ったミニコンサート、
なびきホールコンサートを開催しました。

　

文化財の保護・継承

■ 竹原古墳保存整備基本設計事業
　 ( 社会教育課 )

４９３ 万円

財源　市：４９３万円

　国指定史跡竹原古墳を広く共有の財産とし
て後世に残していき、保存整備や環境整備を
推進するため、竹原古墳保存整備基本設計の
策定を行いました。



18 Miyawaka Money Book

第
６
章

第６章 地域が自立した協働のまちづくり

ふれあい交流活動の充実

■ ３者協定に基づく海外交流事業
　 ( 総合政策課 )

１７６ 万円

財源　市：１７６万円

ト ヨ タ 自 動
車 九 州 ㈱、 宗
像市及び宮若
市の地域連携
事業の取り組
み と し て、 市
内在住の高校
生を海外に派遣するプログラムを実施しまし
た。現地のホストファミリーや同世代のバディ
等との交流、日本のことを伝えるプレゼンテー
ション等を通じて将来を担うグローバルな人
材の育成を支援しました。

平成２７年度は、参加対象を市内在住の高
校生に加え、中学生まで拡充し、１２名（宮
若市枠５名、宗像市枠５名、トヨタ枠２名）
の中高生をカナダに派遣しました。

　
■ 市制施行１０周年記念事業の実施
　 ( 総合政策課 )

１，３４１ 万円

財源　その他：９５８万円　市：３８３万円

　市制施行から１０周年を迎える節目を祝し、
多くの市民が集い、ふるさとへの愛着や一体
感を醸成できる記念事業を実施しました。ま
た、各種記念事業をとおして、市内外へ本市
の魅力を効果的に発信しました。

人権尊重社会の構築

■ 人権講演会・地域懇談会開催事業
　 ( 社会教育課 )

３８ 万円

財源　県：１９万円　市：１９万円

　人権問題に対する理解と認識を深めるため
に、関係団体と連携し、人権講演会、地域懇
談会を実施しました。

地域情報化の推進

■ 社会保障・税番号制度の導入
　 ( 総務課 )

４，６５０ 万円

財源　国：３，８６９万円
　　　市：７８１万円

　平成２８年１月に運用が開始されたマイナ
ンバー制度について、制度開始に備えシステ
ムを改修するとともに、平成２７年１０月よ
り通知カードを送付し、平成２８年１月より
順次、申請者に対し個人番号カードの送付を
行うなど、効率的かつ計画的に推進しました。
また、平成２９年７月の他自治体との情報連
携に向け、システムの改修および運用テスト
を行い、市民サービスの向上に資するよう努
めます。

市民参加の推進

■ 宮若市イメージアッププランの実施
　 ( 総合政策課 )

１，５１０ 万円

財源　県：７４万円　その他：３１万円
　　　市：１，４０５万円

　広報紙やホームページにとどまらず、フェ
イスブックやフリーペーパーなど様々な媒体
を活用し、新しいまちのイメージを定着させ
るための具体的な計画「宮若市イメージアッ
ププラン」に基づき、効率的・効果的な情報
発信を行いました。
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第７章 計画の推進と実現のために

■ 地番現況図等更新業務　( 税務収納課 )

７２３ 万円

財源　市：７２３万円

課税対象物件の的確な把握による適正な課
税を図るため、地番現況図や公図の通年異動
更新と平成３０年度評価替えに向けての土地評
価見直し業務を行いました。

■ 固定資産（土地）評価の価格修正
　 に伴う標準宅地時点修正業務
 　( 税務収納課 )

１３２ 万円

財源　市：１３２万円

　地価の下落を次年度の固定資産評価額に反
映させるため、７月１日時点における標準宅
地の時点修正率を土地の鑑定評価により求め、
市内全域の宅地などの価格の修正を行いまし
た。

■ 公共施設等総合管理計画の策定
 　( まちづくり推進課 )

３２４ 万円

財源　市：３２４万円

　公共施設を計画的に管理することを目的と
して、公共施設等総合管理計画を平成２８年
度に策定するにあたり、事前調査として、市
が保有する公共施設の現状調査を行いました。

■ 収納率の向上及び滞納対策の強化
 　( 税務収納課 )

６４ 万円

財源　市：６４万円

　収納率の向上
のために、資力
のある滞納者に
対して、動産及
び不動産の差押
を積極的に行
い、公売会など
を活用しました。また、ファイナンシャルプ
ランナーによる多重債務者のための過払い利
息分の返還など、法律相談や家計改善の指導
などに取り組み収納率の向上を図りました。
　

■ 宮若市まち・ひと・しごと創生
　 総合戦略の策定　( 総合政策課 )

８５７ 万円

財源　国：８５７万円

　地域における雇用創出力の向上、事業創出
力の強化の取り組みを確実に東京一極集中の
是正に結びつけ、若い世代が安心して暮らせ
るための環境を整備し、「しごと」と「ひと」
の好循環を確立させ、活気にあふれる「まち
の創生」を実現するため、宮若市人口ビジョ
ン及び宮若市まち・ひと・しごと創生総合戦
略を策定しました。

■ 市民文化祭の開催
　 ( 社会教育課 )

１４９ 万円

財源　市：１４９万円

宮若市市制施行
１０周年記念事業と
して「宮若市文化祭」
を開催しました。

地域コミュニティの形成

■ 職員地域担当制度　( まちづくり推進課 )

７０ 万円

財源　市：７０万円

　自治基本条例に基づく職員地域担当制度に
ついては、若宮ブロックで「若宮校区自治会
交流会」、笠松ブロックで「合同防災訓練」、
中ブロックでは平成２８年度の事業実施に向
けた事業計画の策定を行いました。
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一　般　会　計
　　歳入総額 １８０億　　２４万円
　　歳出総額 １７３億４，３４４万円

　　差引残額  ６億５，６８０万円 

                 歳　入
款 決算額

１　市税 ４２億８，１６１万円
２　地方譲与税 １億６，１２７万円
３　利子割交付金 ４７１万円
４　配当割交付金 １，３３６万円
５　株式等譲渡所得割交付金 １，２４５万円
６　地方消費税交付金 ６億７，５４１万円
７　ゴルフ場利用税交付金 ４，４３０万円
８　自動車取得税交付金 ３，６５０万円
９　国有提供施設等所在市町村助成交付金 １８０万円
１０ 地方特例交付金 １，０３８万円
１１ 地方交付税 ４２億７，３７１万円
１２ 交通安全対策特別交付金 ５８１万円
１３ 分担金及び負担金 １億３，５４１万円
１４ 使用料及び手数料 ３億８，６２８万円
１５ 国庫支出金 ３７億７５１万円
１６ 県支出金 １１億５，４７８万円
１７ 財産収入 １億５４７万円
１８ 寄附金 ２，６５３万円
１９ 繰入金 ２，９３２万円
２０ 繰越金 ７億６，０１７万円
２１ 諸収入 ２億４，２８６万円
２２ 市債 １９億３，０６０万円

性質別
区分 決算額

人件費 ２０億９，６３０万円
扶助費 ４１億６，１６０万円
公債費 １４億２，２４８万円
物件費 ２０億９，４５１万円
維持補修費 １億２４８万円
補助費等 １５億９，４３６万円
繰出金 １６億６，４７０万円
積立金 ３億３，８９９万円
投資及び出資金・貸付金 ２，０００万円
投資的経費 ３８億４，８０２万円

目的別
款 決算額

１　議会費 １億７，０９８万円
２　総務費 １８億６，４６０万円
３　民生費 ６４億７，１８６万円
４　衛生費 １１億９，３８５万円
６　農林水産業費 ５億７，８０６万円
７　商工費 ２億６，７１５万円
８　土木費 １４億５，５２０万円
９　消防費 ６億７，６５５万円
１０ 教育費 ３２億４，２７１万円
１２ 公債費 １４億２，２４８万円

歳　出

資料．決算概要
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歳出
款 決算額

１　総務費 ４，８９１万円
２　保険給付費 ２４億４０５万円
３　後期高齢者支援金等 ３億９，３８１万円
４　前期高齢者納付金等 ２７万円
５　老人保健拠出金 ２万円
６　介護納付金 １億６，４４０万円
７　共同事業拠出金 ９億５，６０９万円
８　保健事業費 １，２９２万円
１１ 諸支出金 １，６８３万円
１３ 繰上充用金 ２億９，４６２万円

歳入
款 決算額

１　国民健康保険税 ５億５，３０８万円
２　使用料及び手数料 ３６万円
３　国庫支出金 ９億４，０９２万円
４　療養給付費等交付金 １億８１６万円
５　前期高齢者交付金 ７億８，２２１万円
６　県支出金 ２億２，４８１万円
７　共同事業交付金 ９億５，４０４万円
９　繰入金 ２億９，７１１万円
１１ 諸収入 ８２８万円

国民健康保険特別会計
　　歳入総額 ３８億６，８９７万円
　　歳出総額 ４２億９，１９２万円

　　差引残額 −４億２，２９５万円

歳出
款 決算額

１ 総務費 ２３８万円
２ 後期高齢者医療広域連合納付金 ４億４０８万円
３ 諸支出金 １万円
４ 保健事業費 ７３万円

歳入
款 決算額

１ 後期高齢者医療保険料 ２億７，２９３万円
２ 使用料及び手数料 ５万円
３ 繰入金 １億３，５４６万円
４ 繰越金 ５８３万円

後期高齢者医療特別会計
　　歳入総額 ４億１，４２７万円
　　歳出総額 ４億　７２０万円

　　差引残額   ７０７万円
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歳出
款 決算額

１ 総務費 １７万円
２ 基金積立金 ２４万円
３ 公債費 ３３８万円

歳入
款 決算額

１ 貸付回収金 ５８６万円
２ 県支出金 ２７万円
３ 財産収入 ２４万円
５ 繰越金 ７４２万円

住宅新築資金等特別会計
　　歳入総額 １，３７９万円
　　歳出総額 ３７９万円

　　差引残額 １，０００万円

簡易水道事業特別会計
　　歳入総額 １億　１７０万円
　　歳出総額 １億　１０７万円

　　差引残額 ６３万円

公共下水道事業特別会計
　　歳入総額 ７億３，２１２万円
　　歳出総額 ６億９，３２２万円

　　差引残額 ３，８９０万円

歳出
款 決算額

１ 総務費 １，２７０万円
２ 事業費 ３，１９０万円
３ 公債費 ５，６４７万円

歳入
款 決算額

１ 分担金及び負担金 ４１９万円
２ 使用料及び手数料 ３，７５３万円
３ 繰入金 ５，２００万円
４ 繰越金 １５万円
５ 諸収入 ６４３万円
６ 市債 １４０万円

歳出
款 決算額

１ 総務費 ８，４６５万円
２ 公共下水道建設費 ４億８，０３４万円
３ 公債費 １億２，８２３万円

歳入
款 決算額

１ 分担金及び負担金 ２，４８３万円
２ 使用料及び手数料 ２，３２９万円
３ 国庫支出金 １億７，３１３万円
５ 財産収入 １万円
６ 繰入金 ２億８，１８６万円
７ 繰越金 ２，４８０万円
８ 諸収入 ４８０万円
９ 市債 １億９，９４０万円
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歳出
款 決算額

１ 総務費 ５８万円
２ 財産費 ９万円

歳入
款 決算額

１ 財産収入 ３万円
２ 繰入金 ６０万円
３ 繰越金 １３万円

吉川財産区特別会計
　　歳入総額 ７６万円
　　歳出総額 ６７万円

　　差引残額 ９万円

支出　 　　　　４億７，９１８万円
区分 決算額

原水及び浄水費 １億１，１６４万円
配水及び給水費 ７，６８１万円
受託給水工事費 １，６８４万円
総係費 ４，９９８万円
減価償却費 １億７，６２４万円
支払利息及び企業債取扱諸費 ３，４３４万円
消費税 ４２万円
特別損失 １，２９１万円

収入　 　　　　 ５億１，６９２万円
区分 決算額

給水収益 ４億１，０９５万円
受託給水工事収益 １，６８４万円
その他営業収益 １９万円
負担金 １，９２９万円
受取利息 ３万円
他会計補助金 ９４万円
水道加入金 ３５４万円
長期前受金戻入 ５，３０３万円
雑収益 ２３３万円
過年度損益修正益 ９７８万円

水道事業会計

支出　 　　　　６億６，２１２万円
区分 決算額

施設改良費 ５億５，０４５万円
固定資産購入費 ５９１万円
企業債償還金 １億５７６万円

収入　 　　　　 ５億　７２５万円
区分 決算額

企業債 ３億７，４３０万円
他会計補助金 ３５２万円
負担金 ２，０１８万円
国庫補助金 １億９２５万円

（１）収益的収入及び支出

（２）資本的収入及び支出
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本庁舎　 　TEL　０９４９−３２−０５１０（代）　　FAX　０９４９−３２−９４３０
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

総 務 課
総務グループ 職員の人事、給与、研修、福利厚生、文書、情報公開、個人情報保護など ３２−０５１１
防災安全係 消防、防災、防犯、交通安全など
情報推進係 電算システムの開発管理、セキュリティ対策など ３２−１０７２

管 財 課 財産管理係 市有財産管理、庁舎管理など ３２−０７６１
契約係 契約、請負業者の指名及び入札など

市 民 生 活 課 市民係 転入転出等、住民票、戸籍、印鑑登録、選挙管理委員会など ３２−０５１４
国保年金係 国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療など ３２−４００４

税 務 収 納 課

市民税係 市県民税、国民健康保険税、軽自動車税の賦課など ３２−０５１３
資産税係 土地、家屋及び償却資産の評価、賦課など

収納・滞納対策係 市税、国民健康保険税の徴収及び市税等諸証明の交付、税及び料の滞納対
策全般など ３２−１００８

総 合 政 策 課 秘書・政策推進グループ 表彰、市長及び副市長秘書、広報、総合計画、広域行政、人材育成、まちづ
くり出前講座、国際交流、ふるさと納税など ３２−０５１２

財政係 予算編成、執行管理、財政計画、地方交付税、市債、行財政改革など

まちづくり推進課 地域振興係 定住促進、自治会、犬鳴川河川公園、空き家・空き地対策、企業誘致など ３２−０７７３
拠点整備推進係 拠点整備の促進など

子 育 て 支 援 課 子育て支援係 児童及び母子福祉、児童手当、児童扶養手当、家庭児童相談など ３２−０５１７
幼児育成係 保育所・認定こども園維持管理・運営、学童保育など

健 康 福 祉 課

障害者福祉係 障がい者（児）福祉など ３２−０５１５
高齢者福祉係 高齢者福祉、介護保険、戦傷病者遺族等援護、高齢化対策など
健康対策係
（保健センターパレット） 健康づくり、各種保健事業、予防接種、母子健康手帳交付、精神保健など ５５−６０００

地域包括支援センター 介護予防ケアマネジメント、高齢者の総合相談支援など ３３−３４５６

保 護 人 権 課

事務係 生活保護に関する事務など ３２−９３７７
保護係 生活保護に関することなど

人権福祉係 民生・児童委員、人権・同和対策、男女共同参画、隣保館、日本赤十字社事業、
住宅新築資金など ３２−０７６５

環 境 保 全 課 環境衛生係 じん芥施設、衛生施設に関すること、犬の登録など ３２−０５１６
環境対策係 環境基本計画、火葬場、不法投棄、太陽光発電等設置助成など

産 業 観 光 課 商工振興係 商工業の振興、消費生活、雇用促進など ３２−０５１９
観光推進係 観光振興、いこいの里千石等観光資源、犬鳴ダム周辺公園など

農 政 課 農林対策係 林業経営の改善、林業生産の基盤整備、有害鳥獣駆除、荒廃森林対策など ３２−０５１８
農業振興係 農業経営の改善、地域農政推進、認定農業者、農業共済など

土 地 対 策 課
用地係 用地取得、登記、土地収用法、地価公示法、市道の認定、道路台帳、占用

使用許可、屋外広告物など ３２−０５６９
国県道整備対策係 県道の整備に関することなど
国土調査係 地籍測量、地籍図作成、地籍簿作成など ３２−０５６６

建 築 都 市 課 建築都市グループ 都市計画、建築協定、景観、緑化対策、市営住宅の建設・維持管理など ３２−０９５５
住宅管理係 市営住宅の入退去、特定鉱害復旧等申出事務、住宅改修助成など

土 木 建 設 課

維持係 道路、河川、下排水維持管理、土木災害復旧、交通安全施設など

３２−０７９９建設係 土木施設の新設改良工事など

農業土木係 農業用施設等の新設・改良・維持管理、土地改良、災害復旧、林地崩壊防止
事業、力丸用水など

下 水 道 課 下水道係 下水道工事施工管理、設計、事業計画など ３２−３１５９
管理係 下水道資産管理、使用料、浄化槽設置助成など

会 計 課 会計係 各種料金の支払い窓口、公金経理、資金管理など ３２−３３２３

水 道 課
業務係 水道料金に関することなど

３２−１００５給水係 水道の給水など
浄水係 浄水場の維持管理など

学 校 教 育 課 管理係 小中学校・幼稚園の施設整備及び維持管理など ３２−１００７
学校教育係 児童・生徒の就学、奨学金、通学区域など

社 会 教 育 課
公民館・スポーツ振興係 公民館・スポーツ施設の管理運営、社会体育、学校体育施設開放など ３２−０１２３
社会教育・文化推進グ
ループ 図書館、青少年の健全育成、生涯学習、文化財、文化振興など ３２−３２１０

学 校 給 食 課 学校給食係 学校給食、給食センターなど ３２−０７１５
議 会 事 務 局 議会係 市議会に関することなど ３２−１１３５
農 業 委 員 会 農業委員会事務局 農地等の利用関係、農地法、農業者年金など ３２−３５５３
監 査 事 務 局 監査事務局 監査委員及び公平委員会に関することなど ３２−１００４

若宮総合支所　 TEL　０９４９−５２−１１１１（代）　　FAX　０９４９−５２−３１１９
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

市 民 課 市民福祉グループ 転入転出、住民票、戸籍、税の収納証明、国民健康保険、国民年金、
オフトーク放送、児童及び母子福祉、人権・同和対策、ごみ、し尿など ５２−１１１１

宮若市役所　ダイヤルガイド
事業の内容の詳細などは、お気軽にこちらまでおたずね下さい。
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私
た
ち
の
宮
若
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は
、
緑
輝
く
自
然
や
誇
り
あ
る
歴
史
を

先
人
よ
り
受
け
継
い
で
き
た
ま
ち
で
す
。

　

こ
の
ま
ち
を
愛
す
る
私
た
ち
は
、
将
来
の
夢
や
希
望
を

実
現
で
き
る
「
輝
く
ふ
る
さ
と
」
を
目
指
し
、
こ
こ
に
市

民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

　

一　
み
ど
り
豊
か
な
自
然
を
愛
し
、
美
し
い
ま
ち
を

　
　
　
つ
く
り
ま
す
。

　
一　
歴
史
と
伝
統
に
学
び
、
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち

　
　
　
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
一　
互
い
に
助
け
あ
い
、
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
を

　
　
　
め
ざ
し
ま
す
。

　
一　
活
力
に
満
ち
た
産
業
を
育
み
、
働
き
や
す
い
ま

　
　
　
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
一　
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま

　
　
　
す
。

　  市の木・桜
河川敷や公園などに植え
られ、市民の皆さんに親
しまれています。

  市の花・彼岸花
どんな天候でも花を咲か
せ、堅実な歩みを目指す
宮若市を表しています。

市章
「み」の文字をモチーフに、
市民が明るく輝き、飛躍し
ている様子を表しています。

宮
若
市
歌
「
輝
く
ふ
る
さ
と
」

　　

安
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げ
る
人
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い
る　
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さ
れ
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あ
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そ
し
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あ
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宮
若
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温
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ふ
る
さ
と

　

宮
若
市
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く
ふ
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さ
ぁ
こ
こ
へ
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で
よ

　

共
に
輝
く
未
来
を
築
こ
う
よ

　

風
が
優
し
さ
を
連
れ
て
く
る

　

水
が
命
を
授
け
て
く
れ
る

　

人
は
思
い
や
り
に
溢
れ　

街
は
喜
び
に
包
ま
れ
る

　

そ
ん
な
街
だ
よ　

大
好
き
な
街
だ
よ

　

君
と
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見
つ
め
た
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歴
史
と
夢
と
未
来
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人
が
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を
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よ



宮若市役所　総合政策課　秘書・政策推進グループ
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